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若手アカデミー発足に至る経緯

Science, vol. 328, 2010
オリンピックで活躍する若いアスリート達
一方で、若手科学者はどうか？

若手研究者問題の当事者である
若手が政策提言できる機会が必要

→若手アカデミー委員会発足
（第22期 2011年11月）

グローバルヤングアカデミー
Nature news, 1 March 2011

提言「若手アカデミー設置について」
若手アカデミー活動検討分科会

背景：学術にとっての新たな課題・学術を取り巻く環境の変化

資料５

1



0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

‐29 30‐39 40‐49 50‐59 60‐69 70‐

会員

連携会員

２１期会員・連携会員の
年齢分布
（基準日 2008/10/1）

大学の年齢構成の
状況（2007/10/1）

30代～４０代前半を中心とする科学者によるアカデミー活動
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中心年齢層

若手アカデミーの中心年齢層

→若手科学者の意見集約による日本学術会議の代表性の向上

常置の委員会として
若手アカデミーを設置
（第23期2015年2月～）
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若手アカデミー（第２３期）発足（平成２７年２月２４日）

代表：
上田泰己

副代表：
狩野光伸

幹事：
隠岐さや香

幹事：
住井英二郎 計２９名で発足

大西会長ら幹部と記念撮影する若手アカデミーメンバー

第二回若手アカデミー会議（平成２７年７月２５日・２６日）

原山優子CSTI常勤議員との対話（２日目）

分科会活動についての議論（２日目）メンバーによるポスター発表（１日目）

合宿形式（ ２日間）で開催
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若手アカデミー分科会

①若手による学術の未来検討分科会
（世話人：福永真弓、瀬山倫子）

③イノベーションに向けた社会連携分科会
（世話人：吉田丈人、高山弘太郎）

④国際分科会
（世話人：北村友人、竹村仁美）

②若手科学者ネットワーク分科会
（世話人：宇南山卓、井藤彰）

広報

若手による学術の未来検討分科会

福永真弓 瀬山倫子

世話人

若手アカデミーの前身である若手アカデミー委員会の下
に時限設置（平成24 年3 月16 日～平成26 年9 月30 
日）された「学術の未来検討分科会」で抽出された問題
意識、及びその下で行われた調査結果と分析を引き継ぎ、
以下のような課題に関して、若手研究者の視点からの学
術に対する期待とその課題を解決する方策を検討する。

①学術への期待と課題（若手から／若手へ）
②研究者の理想像、ライフ・ワーク・バランス
③学術における人文社会科学
④若手から見た他分野との「学術融合」の可能性と課題

発足メンバー（８名：平成２７年９月１８日現在）
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若手科学者ネットワーク分科会

宇南山卓 井藤彰

世話人

広く内外の若手科学者との連携を図り、国内の若手
科学者のネットワークを形成・維持することを通じて、
若手科学者の抱えている意見の収集や若手科学者
への問題の提起を行う。こうような観点から、各種学
協会との連絡窓口とし、相互の意見交換に関する以
下の事項等を審議する。

①若手科学者ネットワークの運営に関する事項
②若手科学者の意見収集と問題提起に関する事項

発足メンバー（９名：平成２７年９月１８日現在）

イノベーションに向けた社会連携分科会

吉田丈人 高山弘太郎

世話人

広報

科学技術イノベーションをめぐる大変革時代が到来
するなか、学術が目指すべき姿は、社会との連携を
深めながら、広い視野に立って検討することが求めら
れる。そこで、多様な学術分野の若手科学者から構
成される若手アカデミーの下に分科会を設置し、ウェ
ブサイトや出版を通じた社会への広報活動と、地方を
含めた我が国全体の学術・行政・産業・NPO などの
関係者との交流活動を通じて、若手科学者による社
会連携を推進するとともに、社会連携のあり方や科
学技術イノベーションの社会実装など、学術と社会の
関係について検討を行う。

発足メンバー（８名：平成２７年９月１８日現在）
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国際分科会

北村友人 竹村仁美

世話人

地球社会において日本の学術はどのような役割を果す
べきか。また他国における学術の状況と比較してわが国
の学術をどのように進めていくべきか。これらを、今後20
年以上にわたってわが国の学術を牽引するべき若手科
学者の立場から考え、また世界各国に次々設立されてい
る若手科学者を主たる構成員とする学術組織である若
手アカデミーとの連携によって実践していくために、本分
科会を設置する。本分科会では、既に関係の深い国際的
若手学術組織であるグローバルヤングアカデミーへの参
画を通じ、他国の若手アカデミーとの交流を深め、また我
が国との交流連携を深めるための催しを考案開催する。
分科会は世界規模の問題を解決するために行動しこの
目的のため他国のアカデミーと共同して国際的発信を行
う。

発足メンバー（５名：平成２７年９月１８日現在）

名称 若手アカデミー会議

代表 上田 泰己 副代表 狩野 光伸 幹事 隠岐さや香、住井英二郎

主な
活動

・平成27年2月24日：第1回 若手アカデミー会議開催
・平成27年5月20日：日本学術会議ニュースメールを通じ、Global Young Academyによる研究者

の社会貢献の評価に関するアンケートへの協力願いを送付
・平成27年5月25日：吉田会員が文部科学省第8期研究費部会（第2回）に出席
・平成27年5月25‐29日：狩野副代表、住井幹事がGlobal Young Academy総会（カナダ）に出席
・平成27年6月26日：井藤会員が、日本経済団体連合会との意見交換会に出席
・平成27年7月25‐26日：第2回 若手アカデミー会議を開催し、

①若手による学術の未来検討分科会（世話人：福永真弓、瀬山倫子）
②若手科学者ネットワーク分科会（世話人：宇南山卓、井藤彰）
③イノベーションに向けた社会連携分科会（世話人：吉田丈人、高山弘太郎）
④国際分科会（世話人：北村友人、竹村仁美）の設置を提案

・平成27年8月28日：第217回幹事会において、４つの若手アカデミー分科会の設置承認
・平成27年9月4日：「日独シンポジウム ダイバーシティが創る卓越性～学術における女性・若

手研究者の進出～」に狩野副代表および若手アカデミー会員推薦の若手研究者４名が出席
し、ドイツの若手研究者との間で意見交換

今後の
課題等

・各分科会の活動を潤滑に開始する。

開催状況 平成27年2月24日、7月25～26日

その他の活動
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名称 若手アカデミー 運営分科会

委員長 上田 泰己 副委員長 狩野 光伸 幹事 隠岐さや香、住井英二郎

主な
活動

・平成27年7月26日：４つの若手アカデミー分科会の新規設置について承認
・平成27年9月2日：今後の若手アカデミーの運営方針について審議

今後の
課題等

・若手アカデミーが、分野の枠を超えた若手科学者の連携と社会貢献の場として持続的に機
能するための土台作りを進める。

開催状
況

平成27年7月26日、9月2日

若手アカデミー会議若手アカデミー会議 運営分科会運営分科会

若手による学術の未来検討分科会若手による学術の未来検討分科会

若手科学者ネットワーク分科会若手科学者ネットワーク分科会

イノベーションに向けた社会連携分科会イノベーションに向けた社会連携分科会

国際分科会国際分科会

今後の課題
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